
 

 

 

受験者全員に、合否の結果通知書を送ります。 

 

なお、やむを得ない理由で欠席したパートがある場合は、欠席したパートは採点されません。全パートを欠席

した場合は、結果の通知は発送されません。 

介護福祉士国家試験に合格するためには、合格基準点以上の得点であること、１１試験科目群すべてにおいて

得点があることの２つ条件を満たすことが必要です。 

また、今回試験から、総得点による判定で不合格になった場合、パート別の試験結果の判定を行います。パー

ト合格した場合、そのパートについて、翌年・翌々年まで受験を免除することができます。パート合格するため

には、パート別の合格基準点以上の得点であること、パートを構成する試験科目群すべてにおいて得点があるこ

との条件を満たすことが必要です。 参考：出題基準・合格基準「介護福祉士国家試験合格基準」 

 

結果通知書の見方は、以下の例を参考にしてください。 

 

例１．全パートを受験し、合格した場合の結果通知（サンプル） ※合格基準点含め、全て例示しています。 

 

① 介護太郎さんの試験結果は「合格」です。 

また、介護太郎さんの得点は９６点で、今回試験の合格基準点（７０点）以上の得点であることが確認でき

ます。 

※ 総得点の結果で合格した場合、パートごとの判定は行いません（パートごとの試験結果はありません） 

② この欄で、試験科目群（及び科目）別の得点を確認することができます。 

Ａパートの①は、「人間の尊厳と自立」と「介護の基本」の２つの科目で、１つの科目群となっています。 

介護太郎さんは、「人間の尊厳と自立」が２点、「介護の基本」が８点なので、科目群の得点は１０点です。 
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例２．全パートを受験し、不合格の場合の結果通知（サンプル） ※合格基準点含め、全て例示しています。 

 

 

① 介護次郎さんの試験結果は「不合格」です。 

介護次郎さんの全パートの得点は６５点で、今

回試験の合格基準点（７０点）以上ではないこ

とが確認できます。また、無得点科目群「有」

となっていますので、無得点（＝０点）の科目

群があったことがわかります。どの科目群が無

得点であったかは、右のページの科目群別の得

点に「＊０点」と記載されています（③参照）。 

総得点の判定で「不合格」だった場合、パート別の判定を行います（②参照）。 

 
 

② パート別の試験結果を確認することができます。 

 

パート別の合格基準点と無得点科目の見方 

パート別の合格基準点は、小数点以下

第２位までを記載しています。介護次郎

さんの場合、パート合格するためには、

以下のとおり得点が必要です。 
 

・Ａパートの合格基準点は 35.01 点なので、 

36点以上の得点が必要です。 
 

・Ｂパートの合格基準点は 22.93点なので、 

23点以上の得点が必要です。 
 

・Ｃパートの合格基準点は 12.06点なので、 

13点以上の得点が必要です。 
 

 

 介護次郎さんは、Ｂパートを合格基準点（２２.９３点）以上得点しましたが、無得点科目群があるため、 

「パート不合格」となります。 
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 受験免除の有効期限の見方  

 介護次郎さんは、Ａパートのみ「パート合格」でした。 

「パート合格」の場合、翌年・翌々年の受験を免除することができますので、Ａパートは第３９回・第４０

回の受験を免除することができます。第３９回に再度受験申し込みする際には、「全パートを受験」するか、

受験を免除できるＡパート以外の「Ｂ・Ｃパートを受験」するか、どちらかを選択して申し込むことにな

ります。 
 

 

 

 

 

  ※ 次回受験する際に、「全パート受験」を選択すると、今回と同様に、初めに「総得点による判定」を行い、 

そこで不合格の場合、次に「パート別の判定」を行います。今回合格したパートが、再度「パート合格」した

場合、免除される期限が、翌年・翌々年まで延長されます。 

 

 

③ この欄で、試験科目群（及び科目）別の得点を確認することができます。 

 

Ａパートの①は、「人間の尊厳と自立」と「介

護の基本」の２つの科目で、１つの科目群とな

っています。 

介護次郎さんは、「人間の尊厳と自立」が２

点、「介護の基本」が３点なので、科目群の得点

は５点です。 

 

 

 

 

 また、⑨の「医療的ケア」は、「＊０点」と記載

されていますので、無得点科目群であることがわ

かります。 

 介護次郎さんは、Ｂパートの合格基準点の条件

を満たしていますが、無得点科目群があるため、Ｂ

パートは不合格となります。 

 

 

 

 

 

 

④ 次回以降に受験申し込みされる際に、この試験結果通知に記載されている受験番号やパート別の試験結果が

必要ですので、この通知は大切に保管しておいてください。 

 

【注意】 「不合格パートのみ受験」を選択し、どちらか１つだけの受験を選ぶことはできません。 

介護次郎さんの場合は、Ｂパートのみ、Ｃパートのみの受験はできません。 

不合格のＢ・Ｃパートを２つとも受験する必要があります。 
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